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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
１
月
下
旬
に
異
常
寒
波
に
よ
る
１
万
件
以
上
の
家

屋
が
断
水
す
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
上

旬
か
ら
は
１
カ
月
半
近
く
も
雨
が
降
ら
ず
、
各
地
で
渇
水
状

況
に
な
り
、
そ
の
後
は
週
末
の
た
び
に
３
度
の
台
風
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
結
局
、
米
や
果
樹
な
ど
総
額
で
９
億
円
以
上

の
被
害
が
発
生
し
、
米
の
作
況
指
数
も
86
と
前
年
の
95
を
大

き
く
割
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て

き
た
中
、
市
で
は
３
月
末
を
目
標
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修

正
を
行
っ
て
お
り
、
完
成
次
第
、
皆
さ
ま
に
お
配
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
防
災
に
備

え
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
の
減
少
な
ど
で
市
の
財
政
状
況
は
今
後
も
厳
し
さ
を

増
し
て
い
き
ま
す
。
年
度
ご
と
に
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）

を
取
り
崩
し
な
が
ら
も
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
の
予
算
編
成
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

福
祉
・
子
育
て
・
教
育
・
防
災
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り

予
算
を
確
保
し
よ
う
と
苦
闘
中
で
す
が
、
す
べ
て
に
お
い
て

補
助
制
度
な
ど
従
来
並
み
の
財
源
確
保
は
難
し
い
こ
と
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
育
館
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
廃
止
・
解
体
計
画
に
つ
い

て
「
合
併
特
例
債
は
前
向
き
な
事
業
に
使
う
べ
き
も
の
」
と

の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
残
さ

れ
て
い
た
事
業
を
確
実
に
実
践
し
、
次
世
代
へ
の
負
担
軽
減

を
目
指
す
こ
と
も
行
政
の
重
要
な
責
務
と
し
て
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
は
、
市
長
執
行
部
と
そ
れ
を
監
視
と
批

判
を
す
る
立
場
の
市
議
会
と
の
「
二
元
代
表
制
」
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
島
一
市
の
合
併
か
ら
15
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
毎
年
約
５
０
０
億
円
で
市
政
運
営
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
15
年
間
で
約
８
千
億
円
弱
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
こ
れ
だ
け
巨
額
の
「
お
金
」
で
市
が

ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
議
会

の
監
視
体
制
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
か
皆
さ
ま
の
不
満
が
渦

を
巻
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
一
人
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

市
の
人
口
は
毎
年
約
千
人
ず
つ
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら

交
流
人
口
の
拡
大
、
つ
ま
り
観
光
客
の
増
加
と
親
戚
や
友
人

の
来
島
が
重
要
な
「
カ
ギ
」
を
握
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
佐
渡
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
島
外
か
ら
の
佐
渡
汽
船
運
賃
、
特
に
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ

イ
ル
の
料
金
の
値
下
げ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
空
港
の
拡
張
計
画
も
急
が
れ
ま
す
。
首
都
圏
、

関
西
圏
へ
の
直
行
便
の
運
行
は
東
京
五
輪
や
大
阪
万
博
の
流

れ
に
遅
れ
な
い
た
め
に
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

佐
渡
汽
船
も
佐
渡
空
港
も
県
の
考
え
で
す
べ
て
が
決
ま
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
将
来
を
担
う

若
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
政
治
に
携
わ
る
者
の
責
任
と

し
て
見
通
し
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐渡再生のため、
今なすべきこと　

佐渡市長　三　浦　基　裕

新年のご挨拶

市報さど　平成31年1月号
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。
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佐
渡
汽
船
も
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空
港
も
県
の
考
え
で
す
べ
て
が
決
ま
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と
い
っ
て
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過
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で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
将
来
を
担
う

若
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
政
治
に
携
わ
る
者
の
責
任
と

し
て
見
通
し
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ト
キ
と
人
が
共
生
で
き
る
自
然
豊
か
な

貴
市
と
当
市
が
、永
年
に
わ
た
り
姉
妹
都

市
で
あ
る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、相
川
地
区
姫
津
漁
港
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、念
願
で
あ
り
ま
し
た

「
入
間
の
海
」事
業
の
サ
ザ
エ
採
り
体
験

を
企
画
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私

自
身
も
、豊
か
な
自
然
と
海
の
恵
み
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、人
間
国
宝
・
伊

藤
赤
水
先
生
の
入
間
市
訪
問
を
機
に
実
現

し
た
市
工
芸
展
で
の
作
品
展
示
、入
間
万

燈
ま
つ
り
で
の
佐
渡
芸
能
披
露
な
ど
、幅
広

い
両
市
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

本
年
、市
制
施
行
15
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
佐
渡
市
と
よ
り
絆
を
深
め
、こ
れ
ま
で

両
市
が
培
っ
て
き
た
友
好
関
係
を
継
続
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
市
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
貴
市
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
を
一

層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
国
分
寺
駅
の

cocobunji

（
コ
コ
ブ
ン
ジ
）プ
ラ
ザ
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
佐
渡
物
産
展
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、11
月
の
国
分
寺
ま

つ
り
で
は
、姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念

の
品
を
交
換
し
、両
市
の
絆
を
再
確
認
い

た
し
ま
し
た
。 

　

30
年
の
長
き
に
わ
た
り
友
好
関
係
を
継

続
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、ひ
と
え
に
佐

渡
市
の
皆
さ
ま
の
お
心
遣
い
と
ご
協
力
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。引

き
続
き
、私
ど
も
も
両
市
の
関
係
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、両
市
の
関
係
の
さ
ら
な
る
発

展
と
、貴
市
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
貴

市
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

礎を築く年に
佐渡市議会議長　猪　股　文　彦

　

姉
妹
都
市
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶　

埼玉県入間市長

田 中 龍 夫

東京都国分寺市長

井 澤 邦 夫

市報さど　平成31年1月号3



まずはご相談ください！
　センターのサポートを利用するには、事前に依頼会員と提供会員のマッチングが必要です。
ご利用を希望される方は、早めにセンターへご連絡ください。
　会員になりたい、詳しく聞きたいなどお気軽にお問い合わせください。
　市ホームページでも紹介しています。
お問い合わせ　�トキの島ファミリー・サポート・センター（市民福祉部子ども若者課内） 
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提供会員募集！
　子育てのお手伝いをしてくれる提供会員を随時募集しています。
　子どもが大好きな方、ご自身の子育て経験や資格を活かしてみたい方、提
供会員となって地域ぐるみの子育てに参加してみませんか。

地域で子育てを応援！！

ファミリー・サポート・センター
　ファミリー・サポート・センターは、子育てをお手伝いしてほしい方と、お手伝いしてくれる方がお互
いに助け合う地域の子育てサポート組織です。
　ご利用には会員登録が必要ですが、登録は無料です。
　会員に登録いただくと、アドバイザーが地域やご希望の時間帯などをマッチングして、お互いの条件が
合う会員同士を紹介します。

次のような場合、利用ができます！

・保育園がお休みの日に子どもを預かってほしい
・小学校や児童クラブのお迎え、習い事への送迎をしてほしい
・冠婚葬祭や学校行事の間、子どもを預かってほしい
・�美容院や買い物など保護者が外出する間、子どもを預かってほ

しいなど

会員登録をお願いします
　市内にお住まいで次の条件に当てはまる方は、どなたでも会員になれます。

依頼会員（お手伝いをしてほしい方） ０歳からおおむね 12 歳までの子どもの保護者

提供会員（お手伝いをしてくれる方） 子どもが好きで、自宅などで子どもを預かることのできる方

両方会員 依頼会員と提供会員の両方を兼ねることができる方

基本料金 月曜日から金曜日の午前７時から午後７時まで １時間 600 円
上記以外の時間および土・日曜日、祝日 １時間 800 円

※兄弟姉妹を一緒に預ける場合、２人目から半額になります。

ど
ん
な
時
に

利
用
で
き
る
の
？

のトキ 島
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こわか でさまざまな悩みをサポートします！
市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
☎５８－８０７７　
相談受付時間　８:30 ～ 17:15（土日祝日、年末年始）を除く　

　こわか（子ども若者相談センター）では、妊婦からおおむね 39 歳までの方の悩み事、心配事などの相
談をお受けします。
　相談には保育士、保健師、助産師、教師、社会福祉士、臨床心理士などの専門職が対応します。
　センターに来ていただくだけでなく、電話やメール、また要望があればご家庭に訪問することもでき
ます。
　また、次の教室などを開催しています。
　開催日程など詳しくは、お問い合わせください。

○乳幼児の発達を促すための療育教室
　◆幼児療育支援教室 ｢じゃんぷ｣
　　運動や遊びを通して、社会性やルールを身につけます。

　◆幼児ことばこころの教室 ｢さくらんぼ｣
　　遊びを通してことばに親しみ、話す楽しさを学びます。

○親の子育てを応援する親支援教室
　◆ペアレント・トレーニング
　　�いつも怒ってばかりで自己嫌悪・・・そんな人もほめ方のコツを学ぶことで、子育てがラクになります。

３～５才児の親対象の幼児版コースと、小学１～３年生の親対象の学童版コースがあります。

　◆Nobody's　Perfect プログラム　(ＮＰプログラム )
　　お互いの悩みや関心事をみんなで出し合いながら、自分に合った子育てを見つけましょう。
　　０～５才児の親を対象に実施しています。

平成31年度放課後児童クラブの利用児童募集中！
　放課後児童クラブは、昼間就労などにより保護者が家庭にいない小学生に、適切な遊びや生活
の場を提供し、健全な育成と子育てを支援するものです。
　平成 31 年度にクラブの利用を希望される方は、申請書類を提出してください。
設置クラブおよび定員
両　　津 40 人 高　　千 20 人 金　　井 80 人 小　　木 20 人
両津吉井 20 人 七　　浦 30 人 新　　穂 40 人 羽　　茂 40 人
相　　川 40 人 佐 和 田 50 人 真　　野 40 人 赤　　泊 20 人

※定員を超える希望があった場合は、低学年の利用を優先し、４年生以上の利用を制限することがあります。

申込締切　１月 31 日㈭
申請書　申請書は、市役所子ども若者課（本庁舎２階）および各支所・行政サービスセンター
　の窓口に備え付けてあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

お問い合わせ　市民福祉部子ども若者課　子育て支援係　☎６３―３１２６

市報さど　平成31年1月号5
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応援の輪を広げよう！

ふるさと納税（佐渡ふるさと島づくり寄付金）

　ふるさと納税は、寄付金というかたちで自分の生まれ故郷
を応援いただく仕組みです。確定申告などの手続きを行えば、
その寄付金の一部は所得税・個人住民税から控除されます。
　収入や家族構成等により一定の上限がありますが、自己負
担は実質 2,000 円です。2,000 円を超える部分は全額控除ま
たは還付されます。

　魅力的な温泉の島づくり応援コースでは、佐渡市温泉活性化協議会と連携し、「ふるさと納税ＣＤ
プレゼントキャンペーン」を実施しました。10月15日から12月９日までのキャンペーン期間中の実
績は、キャンペーンを行ったことにより、昨年度同期間と比べて増加しています。

ふるさと納税の状況（４月から11月末まで）
区　分 件　数 金　額

平成30年度 3,911 件 8,684 万円

平成29年度
（※1年間の実績）

1,987 件
（※ 3,567 件）

5,038 万円 
（※ 9,324 万円）

コース別の状況（４月から11月末まで）
区　分 件　数 金　額

佐渡金銀山の世界遺産登録応援コース（世界遺産推進基金）
　佐渡金銀山の世界遺産登録に向けた島内外の普及啓発や保全整備の事業等、世界
遺産登録推進事業および登録後の保護事業に活用。

1,342 件 2,684 万円

島の未来を拓く人づくり応援コース（教育文化振興基金）
　佐渡の未来を担う子どもたちの教育環境の整備等の事業、奨学金などの教育環境
の充実や芸術、文化およびスポーツ活動の振興に活用。

649 件 1,563 万円

トキと暮らす環境の島づくり応援コース（トキ環境整備基金）
　トキと共生するための環境保全の取り組みや環境学習および普及啓発等の事業、
トキの保護増殖およびトキの環境整備に活用。

780 件 1,697 万円

魅力的な温泉の島づくり応援コース（地域福祉基金）
　佐渡の温泉の利用促進や魅力づくり、温泉運営等の事業、地域における保健福祉
の推進に活用。

410 件 708 万円

子どもが元気な佐
た か ら じ ま
渡が島応援コース（子ども未来応援基金）

　元気で明るい子どもたちの未来のために子育て支援等の事業、地域における児童
福祉の推進に活用。

691 件 1,324 万円

※このほか、指定なし等でのご寄付もあります。

件数は増加しています！
全国的に確定申告前の

12月に集中する傾向がありますので 
さらに増加することが 

見込まれます。

島外にお住まいのご親族、ご友人などにお声かけいただき、
ふるさと納税で佐渡の応援をお願いします。

寄付金は各基金に積み立てて活用！

市報さど　平成31年1月号



お問い合わせ　産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

〈 魅力ある佐渡産品を
お礼の品として提供いただける  協力事業者募集中 〉

　寄付者へのお礼の品（商品やサービス）を提供していただける事業者を募集しています。
　佐渡や佐渡産品の魅力を全国へ伝えるために、ぜひご協力ください。
＜協力事業者のメリット＞
①�ふるさと納税のポータルサイトにお礼の品の画像、商品名、協力事業者名などを掲載するこ

とにより、全国に広くＰＲすることができます。
　また、テレビ・雑誌などで紹介される場合もあります。
②�お礼の品発送時に、協力事業者のパンフレット等の同封ができ、自社商品などのＰＲができ

ます。
＜お礼の品の価格設定＞
　お礼の品の価格は、消費税・梱包料等込みで寄付金額の３割程度としています。

１万円以上ご寄付いただいた方に佐渡の特産品などのお礼の品を、
200種類以上ご用意しています。

 昨年度人気   №１
佐渡産コシヒカリ「朱鷺と暮らす郷」認証米
　１万円のご寄付に対して、５キロの認証米をお送りしています。

 昨年度人気  № 3
佐渡汽船でご利用いただけるクーポン
　1万円、2万円のご寄付に対して、寄付金額に合わせてクーポ
ンをお送りしています。

　このほか、期間限定
でおけさ柿やル・レク
チェ、ズワイガニや牡蠣、
寒ブリなどの佐渡ならで
はのお礼の品も人気が
あります！

 昨年度人気  № 2
佐渡乳業の農場ナチュラルチーズと 
バターセット
　佐渡バター、カマンベール・モッツアレラ・
クリームチーズの詰め合わせです。

詐欺サイトにご注意ください
　各地でふるさと納税の受け付けを偽装した詐欺サイトの存在が確認されています。
　ふるさと納税のお申し込みは、市ホームページからお申し込みください。

お礼の品は！

市報さど　平成31年1月号7



8

赤ちゃんと学ぶ　命のつながり　赤ちゃん面会日　11/14

エシカル消費を考えるイベント　ルー大柴トーク　11/17

新潟工科大学とパートナー協定締結記念！産業振興セミナー　11/27

想いを声に　スピーチコンテスト　12/7

　金井小学校5年生の児童の皆さんが、赤ちゃん
との触れ合いを通じて、命のつながりなどにつ
いて考えました。
　児童の皆さんは、実際に赤ちゃんを抱っこさ
せてもらったり、子育てで大変なことやうれし
いことなどをお母さんに聞いたりして、親に
なった自分を想像し、愛されているという実感
など、いろいろなことを感じたようです。

　市と新潟工科大学は、平成26年度から共同で懇談会やセミナーなど
を開催しています。このたび、工業を中心とした産業発展と人材育成な
どをさらに推進するため、パートナー協定を締結しました。

　協定締結を記念して、「さどの産
業を考える」をテーマに講演会が開
催され、多くの方が出席し耳を傾け
ました。
　これからも連携を通じて、佐渡が
活性化することを期待しています。

　倫理的な消費について学ぶイベントが伝統文化と
環境福祉の専門学校で開催されました。
　ルー大柴さんを講師に開発途上国の労働環境や環
境問題の理解を深め、フェアトレード商品やエコ商
品を購入することが社会貢献につながることを学び
ました。参加者からは「まずは、自分ができること
から始めようと思った」などの感想が聞かれました。

市報さど　平成31年1月号



地域で見守る　こども110番の家　12/6

想いを声に　スピーチコンテスト　12/7

　さげ紙づくり教室が開催され、島内各地から参
加した皆さんが、よい年が迎えられるよう願いを
込めながらさげ紙づくりに挑戦していました。
　参加した皆さんは、干支などの題材をカッター
で丁寧に切り抜き、とても細かい作業を熱心に取
り組んでおり、「出来上がった作品を知り合いにプ
レゼントする」と笑顔で話してくれました。

　こども110番の家は、登下校時などに声かけ
やつきまといなどの危険な場面に遭った場合に、
一時的な保護と警察への通報を行う子どもの避
難所として、地域の皆さんの協力を得て設置さ
れています。
　八幡小学校の児童が、こども110番の家となる
お宅へプレートを直接届け協力をお願いをする
とともに、日ごろ見守ってくださっているお宅を
回り、感謝の気持ちを伝えていました。

　「将来の夢」や「私のふるさと佐渡」をテーマ
に小・中・高校生が自分の想いを発表しました。
　中・高校生は、英語でジェスチャーを交えて
堂 と々スピーチしていました。
　自分の考えや気持ちを声に出して伝えること
はとても勇気がいることです。自分自身の想いを
人に伝えることの大切さを忘れないでほしいと
思います。

新年にさまざまな願いを込めて　さげ紙づくり教室　12/9

市報さど　平成31年1月号9
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有
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告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間
は、交通災害を受けた
日から起算して「１年
以内」です。
　もう一度ご確認を！
お問い合わせは、佐渡市役所 防災管
財課 防災安全係 ☎６３－３１２５まで
（�〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内�
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）

不用になった物品を売却します
　学校で使用し不用になったピアノを売却
します。
　詳しくはヤフー株式会社の売却システム
ページ（ＱＲコード）をご覧ください。

申込期間　１月 15 日㈫ 午後１時～２月１日㈮ 午後２時
入札期間　２月 18 日㈪ 午後１時～ 25 日㈪ 午後１時
開 札 日　２月 25 日㈪

総務部防災管財課　管財係　☎６３―３１２５

市報さど　平成31年1月号
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日
㈪
～
25
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て　

な
ど

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
23
―
３
５
５
８

　

（
平
日
の
午
後
１
時
～
５
時
）

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　
無
料
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

１
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・�

宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る　

な
ど

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２ 

　

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

税
理
士
に
よ
る 

　
　
　
　
無
料
税
務
相
談

　

島
内
各
税
理
士
事
務
所
で
少
額
な
所
得

の
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を
無

料
で
行
い
ま
す
。

２
月
６
日
㈬

年
金
を
受
け
て
い
る
方

　

�

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
さ
れ
る
方

　

�

年
の
中
途
で
退
職
ま
た
は
就
職
さ
れ
た

方
�

最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前
に
電

話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付
時

間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
）

�

ご
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
予
約

の
際
に
担
当
税
理
士
に
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

佐
渡
税
理
士
会
事
務
局

　

☎
27
―
５
２
４
０

募
　
　
集

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
追
加
募
集
お
よ
び
募
集
結
果

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30

年
度
～
32
年
度
）
に
基
づ
き
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
を

平
成
32
年
度
中
に
開
設
す
る
予
定
の
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
日
常
生
活
圏
域
と
整
備
内
容

介
護
老
人
福
祉
施
設�

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

日
常
生
活
圏
域　
国
中
圏
域
１
カ
所

定
員
数　
80
人

開
設
年
月　
平
成
32
年
度
中

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護�

（
介
護
予
防
を
含
む
）

日
常
生
活
圏
域

　

南
部
圏
域
を
除
く
１
カ
所

定
員
数　
２
ユ
ニ
ッ
ト
18
人

開
設
年
月　
平
成
32
年
度
中

申
請
受
付
期
間

　

１
月
25
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

�
公
募
の
手
続
き
お
よ
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�

随
時
、
申
請
前
に
事
前
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集
結
果

　

昨
年
８
月
に
募
集
し
ま
し
た
介
護
保
険

施
設
お
よ
び
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
指
定

候
補
事
業
者
の
選
定
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護（
介
護
予
防
を
含
む
）南

部
圏
域
以
外

　

応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護�

（
介
護
予
防
を
含
む
）
南
部
圏
域

応
募
事
業
者　
１
件

選
定
事
業
者

　

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
ふ
れ
あ
い
福
祉
会

　

理
事
長　

末
武　

雅
之

開
設
予
定
地　
羽
茂
本
郷
１
９
０
番
地
１

定
員
数　
18
人

�

事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　

介
護
保
険
係　

☎
63
―
３
７
９
０

市報さど　平成31年1月号11

社会保険料控除証明書を 
お送りします

　国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付額証
明書（はがき）を１月 25 日㈮に
お送りしますので、申告の参考資
料としてください。

総務部税務課　市民税係
　☎６３―５１１０
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募
　
　
集

冬
の
日
本
海
に
新
年
の
願
い

を
叫
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
in
願 

出
場
者
募
集

　

新
し
い
年
に
託
す
願
い
を
、
荒
波
く
だ

け
る
厳
冬
の
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
想
い
の
ほ
と
ば
し
り
を
「
絶

叫
度
」
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
度
」
「
佐
渡

度
」
「
日
本
海
度
」
に
よ
り
審
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

優
勝
者
に
は
地
元
海
産
物
を
贈
呈
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
月
26
日
㈯　
午
前
11
時
か
ら（
予
定
）

願
集
落

※�

午
前
11
時
に
福
助
屋
旅
館
前
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。

１
月
24
日
㈭

�

予
約
制
で
無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
に

は
、
予
約
制
で
当
日
限
定
の
特
別
企
画

食
「
願
御
膳
」
（
料
金
１
，
０
０
０

円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

建
設
部
建
設
課　

建
設
係

　

（
佐
渡
國
し
ま
海
道
担
当
）

　

☎
63
―
５
１
１
８

「
新
穂
潟
上
温
泉
」の 

　
　
　
　
　
借
受
者
募
集

　

平
成
８
年
に
建
設
さ
れ
た
「
新
穂
潟
上

温
泉
」
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

　

施
設
を
有
効
活
用
し
管
理
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

参
加
申
込
期
限

　

２
月
８
日
㈮　

午
後
５
時

提
案
書
提
出
期
限

　

２
月
15
日
㈮　

午
後
５
時

�
募
集
要
項
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
生
活

課
健
康
推
進
室
（
本
庁
舎
２
階
）
、
ま

た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課

　

健
康
推
進
室　

温
泉
施
設
係

　

☎
63
―
３
１
１
５

ウイルス性肝炎（Ｂ型・Ｃ型）・ 
エイズ相談、検査のご案内
�２月 14 日㈭　午後１時～２時 
２月 28 日㈭　午後１時～２時
佐渡保健所

　（相川二町目浜町 20 番地１）
�前の週の金曜日までに事前の予
約が必要です。
・ 佐渡保健所

　☎７４―４３００（相談電話）

市報さど　平成31年1月号

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。�
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津 大野第2住宅（1、2、3階） 8 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000

相川

県営おりと団地（1、2、3、4階) 6 S54 耐火構造4階建て 3DK 14,900～29,300
県営炭屋町団地（1、2、3、4階) 7 S58 耐火構造4階建て 3DK 16,600～32,700
栄町団地野かんぞう棟（2、3階) 3 H3 耐火構造3階建て 3DK 21,500～42,200
栄町団地あさがお棟(3階) 1 H10 耐火構造3階建て 3DK 23,200～45,700

金井

千種西下住宅 1 H15 木造2階共同建て 1LDK 15,600～30,600
木戸沢第3住宅（1、2階） 3 H9 木造2階共同建て 3DK 53,000
吉井住宅G棟 1 H26 木造平屋長屋建て 2DK 17,900～35,300
吉井第3住宅（1階） 1 H15 木造2階共同建て 2LDK 21,600～42,500

新穂 青木第2住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,300～36,000

畑野

野高屋住宅 1 H18 木造平屋長屋建て 3K 18,100～35,500
後稲葉住宅団地C棟 1 H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,600～26,800
後稲葉住宅団地Ｅ棟（1階） 1 H13 木造2階共同建て 2DK 24,000
榎田住宅Ａ棟 1 H14 木造2階共同建て 3DK 43,000

真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

 １月31日㈭　午後５時　入居予定　2月下旬
・  建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口



平
成
31
年
度
実
施 

「
地
域
の
課
題
解
決
に
必
要
な
人
材
活
用
の
提
案
」追
加
募
集

　

地
域
な
ど
が
自
主
的
に
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
提
案
に
対
し

て
人
材
支
援
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
お
よ
び
条
件

・�

自
治
会
、
複
数
の
集
落
で
構
成
さ
れ
る
地
区
、
各
種
協
議
会
等
の
市
民
が
主
体
と
な
っ

て
組
織
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

・�

人
材
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
意
欲
が
あ
り
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
ら
れ
る

こ
と

・
提
案
内
容
に
関
し
、
団
体
に
お
い
て
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

支
援
す
る
人
材

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊

②
大
学
・
大
学
生

③
首
都
圏
等
の
企
業
・
専
門
家

④
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

採
択
予
定
数　
４
件
程
度

２
月
22
日
㈮

募�

集
要
項
等　
市
役
所
地
域
振
興
課
（
第

２
庁
舎
）
お
よ
び
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

平
成
31
年
度
予
算
の
成
立
等
を
前
提
に

募
集
の
手
続
き
を
行
う
も
の
で
す
。

・

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

市立病院職員募集
募集職種および採用予定人数
　両津病院　看護助手　１人
試験日　２月 24 日㈰

１月 22 日㈫　午後５時 30 分
�募集要項などは、両津病院に備え付けてあるほか、両津病
院ホームページでもご覧いただけます。
・ 両津病院管理部管理課　庶務係　☎２３―５１１１

朱鷺めきを感じるコース　佐渡トキマラソン2019参加者募集
　箱根駅伝で 新゙・山の神 ど称された柏原竜二さんをゲストにお招きして、10 回目となる「佐渡トキ
マラソン」を開催します。
　大会コースは、プロランニングコーチ「金哲彦さん」監修によるコースです。「トキ」が生息するト
キの森公園や清楚で優雅な景色が広がる加茂湖の湖岸を走ります。
　大会会場では食のイベントが同時に開催され、佐渡のグルメを堪能できます。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

4 月 21 日㈰　スタート午前９時 30 分から（種目・部門別）
おんでこドーム　コース　おんでこドーム前スタート・フィニッシュ

種目　フルマラソン・ハーフマラソン・10㎞・５㎞・３㎞・エンジョイ２㎞
制限時間　フルマラソン７時間、ハーフマラソン３時間 30 分で、それぞれ関門を設けます。

①インターネット（「佐渡トキマラソン」で検索）、②郵便振替（詳細はお問い合わせください。）
３月 22 日㈮
佐渡市スポーツ協会（佐渡スポーツハウス内）　☎６７―７５１０

市報さど　平成31年1月号13

おいしい食のイベントも同時開催

ＥＸＰＯ2019
柏原竜二さんランニング教室など

佐渡産コシヒカリのおにぎりを 
フィニッシュ後にプレゼント！
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お
知
ら
せ

障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

２
月
８
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
畑
野

販�

売
予
定
品　
し
あ
わ
せ
豆
富
、
あ
ぶ
ら

あ
げ
、
お
か
ら
か
り
ん
と
う
な
ど

２
月
22
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
ま
つ
は
ら
の
家

販�

売
予
定
品　
裂
織
製
品
、
マ
ス
コ
ッ
ト

製
品
、
あ
か
り
せ
ん
べ
い
な
ど

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

普
通
救
命
講
習

２
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

南
佐
渡
消
防
署

　
（
羽
茂
本
郷
１
９
６
番
地
２
）

Ⅰ
講
習
（
午
後
４
時
ま
で
の
３
時
間
）

　

�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

　

Ⅱ
講
習
（
午
後
５
時
ま
で
の
４
時
間
）

　

�

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上　

10
人

２
月
15
日
㈮

・

南
佐
渡
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

市
景
観
計
画
に
係
る 

事
業
所
説
明
会

　

市
内
全
域
が
景
観
計
画
区
域
と
な
っ
て

お
り
、
条
例
に
基
づ
き
、
一
定
規
模
以
上

の
建
築
物
ま
た
は
工
作
物
等
を
新
築
、
外

観
変
更
な
ど
を
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

事
業
所
を
対
象
に
景
観
計
画
の
概
要
と

届
け
出
の
手
続
き
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。

１
月
30
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
千
種
２
４
０
番
地
）

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

建
設
部
建
設
課　

住
宅
・
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

佐
渡
で
就
職
を
希
望
す
る
方
へ 

合
同
企
業
説
明
会
の 

　
　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

　

市
内
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に「
佐
渡
ト
キ
め
き
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

佐
渡
の
企
業
を
知
り
た
い
方
、佐
渡
で

働
き
た
い
と
い
う
方
、企
業
担
当
者
と
直

接
話
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　

ま
た
、就
職
活
動
を
控
え
た
学
生
等
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
も
、お
子
さ
ま

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

３
月
８
日
㈮

　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
20
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（
千
種
２
４
０
番
地
）

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
方

　

�

特
に
平
成
32
年
３
月
に
大
学
・
専
門
学

校
等
を
卒
業
（
修
了
）
予
定
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

参
加
企
業
に
よ
る
１
分
間
Ｐ
Ｒ
、
採
用

担
当
者
か
ら
事
業
内
容
や
求
め
る
人
物

像
等
の
説
明
な
ど

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

�

参
加
企
業
は
、
佐
渡
市
雇
用
促
進
協
議

会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
へ
１
月
下
旬
頃
に
掲
載
予

定
で
す
。

佐
渡
市
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
内
）

　

☎
27
―
２
２
４
８

平
だいら

スキー場 
1月12日㈯オープン

営業期間 １月 12 日㈯～３月 17 日㈰（予定）
営業日時 �木曜日～日曜日および祝祭日の午前

９時～午後４時
※積雪等の状況により臨時休業する場合があります。

無料シャトルバスを運行します
　土・日曜日および祝日に無料シャトルバス
を運行します。予約制ですが当日席に余裕が
あれば当日のご利用もできます。
予�約　利用日前日の午後５時までに新潟交通

佐渡（☎５７―５１３１）までお申し込み
ください。

バス運行時刻
○金井コミュニティセンター発・
　平スキー場行き
　①午前８時 30 分発、②午前 10 時 30 分発、
　③午後０時 45 分発
○平スキー場発・
　金井コミュニティセンター行き
　①午後０時発、②午後１時 30 分発、
　③午後４時 15 分発

平スキー場　☎６３―４０５０（営業日のみ）
　教育委員会社会教育課　社会体育係
　☎６６―４１６０

チェアリフトで初心者も安心！

市報さど　平成31年1月号



体
育
館
の
通
年
利
用
を 

希
望
す
る
団
体
は 

「
年
間
利
用
要
望
書
」を 

        
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

体
育
館
（
小
中
学
校
な
ど
の
体
育
館
を

含
む
）
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
事
前

に
通
年
利
用
を
希
望
す
る
団
体
を
把
握
し
、

利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
通
年
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
要

望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

要
望
書
は
各
教
育
事
務
所
地
区
教
育
係

ま
た
は
、
社
会
教
育
課
（
畑
野
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）
、
サ
ン
テ
ラ

佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
い
ず
れ
か

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
８
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

�

要
望
書
は
お
申
し
込
み
先
の
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

�

今
年
度
に
通
年
で
利
用
し
て
い
る
団
体

も
要
望
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
希
望

が
重
複
し
た
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

社
会
体
育
係　

☎
66
―
４
１
６
０

市報さど　平成31年1月号15

平成31年度（平成30年分）市・県民税申告受付
暮らしを支える会費「税金」はとても大切なものです

～正しい申告と納税をお願いします～
　税金は、年金や医療、福祉、教育など「暮らしでの助け合いのための活動」や、みんなの安全を守る警察・
消防、道路・水道の整備という「みんなのために役立つ活動」などに使われています。そのために必要なお金
をみんなで出し合って負担するのが税金です。
　所得税や法人税などは、納税者自らが所得などの申告を行うことにより税額を確定し納税する申告納税
制度となっていますので、正しい申告と納税をお願いします。

申告受付会場は大変混雑します
　会場が混雑している場合は、受け付けを早めに締め切ることがあります。ゆとりを持ってお越しください。
　事業所得を申告される方で収支内訳書が未作成の方、医療費控除を申告される方で医療費控除の明細
書が未作成の方は、受け付けができません。必ず作成の上、お越しください。

【常設申告受付会場】

２月 18 日㈪ ～３月 15 日㈮
アミューズメント佐渡（中原 234 番地１） 

　市役所両津支所（両津湊 198 番地） 
　市役所相川支所（相川栄町 27 番地）

【臨時申告受付会場】

２月 18 日㈪～ 25 日㈪ 
赤泊総合文化会館（赤泊 2458 番地）

２月 26 日㈫～３月 ５日㈫ 
小木地区公民館（小木町 1940 番地 1）

３月 ６日㈬～ 15 日㈮ 
市役所羽茂支所（羽茂本郷 550 番地）

受付時間（各会場共）
　午前９時～ 11 時 30 分、午後１時～４時
※土・日曜日は開設していません。

�アミューズメント佐渡会場は、佐渡税務署によ
る「所得税確定申告受付」と合同開催です。

　�次に該当する方は、ほかの会場では受け付けで
きません。アミューズメント佐渡の佐渡税務署
受け付けで申告してください。

・土地、建物、株式等の譲渡所得のある方
・青色申告および消費税を申告される方
・住宅ローン控除を初めて受ける方

総務部税務課　市民税係　☎６３―５１１０
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お
知
ら
せ

 

文
化
財
は
地
域
の
宝  

   

文
化
財
の
防
火
訓
練

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂

が
火
災
に
遭
い
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し

た
日
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
日
が
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重

な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
全
国

的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
文
化
財
の
愛
護
と
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
防
火
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

１
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
～
11
時

小
木
地
区　

宿
根
木
集
落
内

�

訓
練
で
は
実
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

文
化
財
室　

文
化
財
保
護
係

　

☎
63
―
３
１
９
５

物
品
の
調
達
等 

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に 

登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
や
業
務
委

託
等
の
入
札
な
ど
に
参
加
す
る
に
は
「
物

品
の
調
達
等
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
登
録
は
２
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
ま

す
が
、
「
自
動
更
新
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
29
・
30
年
度
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
申
請
を
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
競
争
入
札
や
見
積
合
わ

せ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
札
情

報
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

企
画
財
政
部
財
政
課
契
約
検
査
室

　

契
約
係　

☎
63
―
５
１
３
７

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で 

確
定
申
告
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ス
マ
ホ
専
用
画
面

は
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
者
で
医

療
費
控
除
ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
付
金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
を
さ
れ
る

方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
で
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
操
作
が
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、
ぜ
ひ
ス
マ
ホ
専
用
画
面

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

佐
渡
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６

おむつ代の医療費控除を受ける方は 
「おむつ使用証明書」が必要です
　傷病によりおおむね６カ月以上の期間寝たきり
で、医師の治療を受けている方のおむつ代は、所
得税や市・県民税の申告の際に医療費控除の対象
となります。
　初めておむつ代の医療費控除を受ける方は、医
療機関で発行する「おむつ使用証明書」と「おむつ
代金の領収書」が必要です。
　また、要介護認定を受けており、引き続き控除を
受ける方は、申請手続きをお願いします。市で「お
むつ使用証明書」に代わる確認書を交付します。
　詳しくはお問い合わせください。

・ おむつ使用証明書について
　市民福祉部高齢福祉課　介護保険係
　☎６３―３７９０
　または各支所・行政サービスセンター
　所得税、市・県民税の申告について
　総務部税務課　市民税係
　☎６３―５１１０

税の障害者控除を受けるための 
「障害者控除対象者認定書」 
　　　　　　　　を交付します

　所得税または市・県民税の申告をする際に障害者
手帳の交付が無くとも、「障害者控除対象者認定書」
の交付を受けて、障害者控除を受けることができます。

�65 歳以上の方（平成 30 年 12 月 31 日現在）で、
介護保険の要介護（支援）認定を受けている方

�交付申請者の方の印鑑を持参の上、申請手続きを
してください。認定書の交付には１週間ほどかか
ります。すでに認定書の交付を受けており、現在
も状態が変わっていない場合は、そのまま使用で
きます。

　詳しくはお問い合わせください。

・ 認定書について
　市民福祉部高齢福祉課　高齢福祉係
　☎６３―３７９０
　�または各支所・行政サービスセンター
　所得税、市・県民税の申告について
　総務部税務課　市民税係　☎６３―５１１０

市報さど　平成31年1月号



両
津
病
院 

院
長
　
石
塚
　
修
　
先
生 

　
　
　
　
　
　
診
療
科
目
／
内
科

両
津
病
院
新
築
移
転
に
関
し
て

　

両
津
病
院
は
、
現
在
の
両
津
文
化
会
館
付
近

に
開
院
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
内
科
、
小
児
科
、

歯
科
口
腔
外
科
等
の
現
在
常
勤
医
が
い
る
診
療

科
の
ほ
か
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
外
科
、

婦
人
科
等
の
現
在
と
同
等
の
診
療
科
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
施
設
で
災
害
を
想
定
し
て
耐
震
基

準
な
ど
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
院
は
１
９
８
１
年
に
建
設

さ
れ
、
一
部
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
、
津
波
が
起
き
た
際

に
病
院
が
浸
水
す
る
こ
と
、
配
管
を
含
め
建
物
が
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
面
改
修
、
現
在
地
で
の
新
築
、
移
転
新
築
な
ど
を
、
新
潟
県

や
佐
渡
市
、
市
内
の
医
療
機
関
関
係
者
、
島
外
の
専
門
家
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
移
転
新
築
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
病
院
で
は
今
ま
で
ど
お
り
、
外
来
、
入
院
を
中
心
に
診
療
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
高
齢
化
が

進
み
、
来
院
が
難
し
い
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
巡
回
診
療
、
リ
ハ

ビ
リ
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
津
病
院
の
新
築
移
転
に
関
し
て
は
、
賛

成
意
見
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
ご
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
病
院
と

な
り
、
市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
意
見

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
両
津
病
院
の
岩
谷
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

　赤ちゃんだと思っていた子どもも社会生活の中でいろいろな言葉を覚
えます。時には「えっ」と聞き返したくなるようなことを言うことがあ
ります。相手の気持ちを考えた言葉を使えることは、心を育てる大切な
方法です。それは、日常の会話の中から育っていきます。

　　　　 �「おはよう・おやすみ・ありがとう・いただきます・ごちそう
さま」など日常の会話の中でのあいさつを知らせましょう。

　あいさつの言葉には感謝の気持ちや思いやりの気持ちが込められてい
ます。

　　　　 子どもに「おはようは?」と強制するのではありません。
　あいさつは人から強制されるものではなく、自発的に出るようにした
いものです。これは大人がやって見せることが肝心です。

　　　　 �当たり前と思っていることにこそ、感謝の言葉を付け加えると
心が育ちます。

　家族や親しい人に「ありがとう」と日ごろから感謝の言葉を伝えま
しょう。言葉に表すことが、良い関係を築く第一歩になります。　

　私たち大人は子どもに「してみせる」ことが抜けて、「言って聞かせ
る」ことばかりになってしまいます。「子は親の鏡」、大人が子どもの
お手本になっていることを意識してみませんか。「あいさつや感謝の言
葉が身につく」ことは、その子にとっての大きな財産になります。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
あいさつや感謝の言葉は心を育てる

４ コ マ 漫 画 で伝える

ポイント❶ 

ポイント❷ 

ポイント❸ 

市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
　☎５８―８０７７

10あいさつ 
・感謝

市報さど　平成31年1月号17
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金
井
地
区
芸
能
発
表
会 

　
　
　
　
　
　  （
金
井
地
区
）

　

２
月
24
日
㈰
の
正
午
か
ら
、金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
金
井
地
区
芸

能
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

か
わ
い
ら
し
い
平
泉
保
育
園
園
児
に
よ

る
和
太
鼓
や
公
民
館
講
座
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

教
室
生
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス
、公
民
館
自

主
講
座
生
、各
団
体
に
よ
る
演
奏
、民
謡
、

日
本
舞
踊
な
ど
、多
く
の
演
目
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

出
演
者
の
方
々

も
皆
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
た
め

に
、日
々
練
習
を

積
み
重
ね
て
い
ま

す
。多
く
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
金
井

地
区
公
民
館（
☎
63
―
４
１
５
１
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
26
回
ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

カ
ラ
オ
ケ
大
会（
赤
泊
地
区
）

　

１
月
27
日
㈰
、午
後
１
時
30
分
か
ら
赤

泊
総
合
文
化
会
館
を
会
場
に
ふ
れ
愛
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

個
人
で
出
場
す
る
方
は
、じ
っ
く
り
と
歌

い
聞
か
せ
、グ
ル
ー
プ
で
出
場
す
る
方
は
、

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、目
で

も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
収
益
金
は
、福
祉
施
設
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局

　
（
赤
泊
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
87
―
３
１
４
１

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（畑野行政サービスセンター内）
☎６６－４１６０

　

新
穂
中
学
校
で
は
「
地
域
と
と
も
に

歩
む
志
あ
る
文
武
両
道
の
学
校
」
を
目

指
し
て
、
地
域
と
一
体
に
取
り
組
む
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
か

ら
出
さ
れ
た
課
題
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
考
え
た
提
案
を

示
す
「
課
題
解
決
型
職
場
体
験
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
前
に
事
業
所
の
方
か
ら
仕

事
に
対
す
る
思
い
、
人
生
観
を
お
聞
き

し
た
上
で
、
実
際
に
仕
事
の
体
験
を
も

と
に
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
を
し
、

事
業
所
の
方
を
お
招
き
し
て
発
表
会
も

行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち

は
「
郵
便
局

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
新
し

い
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
」
、

「
一
押
し
商

品
を
知
ら
せ

食
べ
て
も
ら

う
た
め
、
独

自
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
人
気
の
鍋
メ
ニ
ュ
ー
を

考
案
」
、「
建
設
業
の
人
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
建
設
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
」
と
い
っ
た
課
題
解
決
策

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

事
業
所
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
は
、
佐

渡
市
が
抱
え
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
に
対
し
て
、
中
学
生
な
り
に

行
っ
た
提
案
は
小
さ
な
一
歩
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
明
日
を
担
う
中
学
生
に
未

来
を
託
す
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
、
佐
渡
で
暮
ら
す
の
か
、
島
外
、

県
外
、
海
外
で
活
躍
す
る
の
か
は
ま
だ

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
課
題
解
決
型
職
場

体
験
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
佐
渡

の
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
穂
中
学
校

熱唱する参加者の皆さん（昨年の様子）

昨年も素晴らしい演目が披露されました

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

 

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
８
９
８
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
、ぞ
く
ぞ
く
整
理
中
！

　

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
に
向
け
た

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
し
て
の
見
ど
こ
ろ
の
整
理
の
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
に
あ
る
数
多
く
の
見

ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
価

値
を
ま
と
め
る
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
佐
渡
島
の
成
り
立
ち
や
地
球
活
動
の

証
拠
と
な
る
見
ど
こ
ろ
（
ジ
オ
サ
イ
ト
）

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
加
え
て
駐
車
場

や
ト
イ
レ
な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
場

所
を
、
活
用
が
見
込
ま
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト

と
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は

小
木
方
面
、
相
川
方
面
の
選
定
作
業
を
終

え
、
再
認
定
審
査
ま
で
に
国
中
方
面
を
完

了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

小
木
方
面
は
佐
渡
の
成
り
立
ち
の
中
で
、

佐
渡
が
海
に
沈
ん
で
い
た
と
き
に
起
こ
っ

た
海
底
火
山
活
動
の
時
代
、
佐
渡
が
海
か

ら
顔
を
出
し
て
島
と
な
っ
て
い
く
時
代
が

分
か
る
場
所
と
い
う
の
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
暮
ら
し
、
農

業
や
漁
業
に
も
大
地
と
の
関
係
が
表
れ

て
き
ま
す
。
小
木
方
面
で
は
「
沢
崎
の

隆り
ゅ
う
き
は
し
ょ
く
だ
い

起
波
食
台
」
な
ど
５
カ
所
を
活
用
が
見

込
ま
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。

　

選
定
さ
れ
た
見
ど
こ
ろ
は
佐
渡
ジ
オ

パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
り
、

今
後
の
教
育
活
動
や
ツ
ア
ー
商
品
な
ど
に

も
活
用
し
た
り
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　
93

再

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

 

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

 佐渡ジオパーク 

フォトコンテストの 
入賞作品データを 
ご活用ください！
　詳しくは佐渡ジオパーク推
進協議会ホームページをご覧
ください。

佐渡が隆起したことが分かる「沢崎の隆起波食台」

 日本ジオパーク全国大会で

新穂小学校が 
特別奨励賞を受賞
　新穂小学校ジオクラブの児童の皆さんが、昨年
10 月６日～７日に北海道で行われた第９回日本ジオ
パーク全国大会・アポイ岳大会のポスターセッショ
ン（活動発表）に参加し、特別奨励賞を受賞しました。
　発表では、学校での活動を通して「加茂湖の成り
立ちと生き物」「新穂玉作遺跡の石と勾玉、管玉」
をテーマに２つのストーリーを作成し、ポスターに
まとめ、赤玉石や管玉などの実物を提示しました。
　受賞の報告に市役所を訪れた児童の皆さんは、
佐渡のジオパークの魅力をもっと知ってほしいなど
の感想や発表会での様子などを市長に説明しまし
た。
　今後もさまざまな活動を通じて、ジオパークの魅
力について情報発信を期待しています。

ポスターの前で堂々と説明する児童の皆さん

市報さど　平成31年1月号19
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佐渡ファ
ン

増加！ 若者地域活性化
　 イベント開催

　赤泊地区を中心とした 20 ～ 30 代の若者がイベント
を自主企画・運営し、自転車・釣り・コスプレ撮影の３
つのイベントで、赤泊地区に人と活気を呼び込みました。
　中でもコスプレイベント「S

サ ド コ ス

ADOCOS」は 25 人が集
まり、９割が島外からの参加でした。参加者は由緒あ
るお寺の東光寺や赤泊の町並、港周辺でアニメやゲー
ムなどのキャラクターに扮した格好で写真を撮って楽
しみました。
　参加者からは「趣のある良い景観ばかりだった」「ま
た佐渡に来たい」との感想が聞かれ、地域の若者たち
で島外からも人を呼び込み、佐渡ファンを作ることが
できました。
　この企画を進めるにあたって活発に活動する島内の若者コミュニティができ、また新しい企画を自分た
ちで作る経験をしたことで、一人一人の地域づくりへの前向きな意識の変化もありました。楽しさと住み
よい地域を自分たちで作る仲間がこれからもっと増えていくといいなと思います。おもしろいアイディア
がある方はぜひお声かけください！
お問い合わせ	 産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

赤泊地区担当　渋谷　春菜

仲 間 集を め て

　

今
回
は
「
近
代
遺
跡
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
幕
府
の
財
政
を
支
え
た
相

川
金
銀
山
は
、
明
治
２
年
に
官
営
「
佐
渡

鉱
山
」
と
な
る
と
、
政
府
は
外
国
人
技
術

者
を
招
い
て
、
西
洋
技
術
の
積
極
的
な
導

入
を
図
り
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
、ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス

コ
ッ
ト
は
、西
洋
の
機
械
類
を
設
置
し
て

そ
の
運
転
を
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、同

じ
く
ド
イ
ツ
人
技
師
の
ア
ド
ル
フ
・
レ
ー

は
、明
治
10
年
に
貴
金
属
鉱
山
で
は
日
本

最
初
と
な
る
西
洋
式
の
垂
直
坑
道（
大お
お

立だ
て

竪た
て

坑こ
う

）を
は
じ
め
、近
代
的
な
施
設
整
備

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

明
治
18
年
、
鉱
業
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
大
島
高
任
が
鉱
山
局
事
務
局
長
と
し
て

赴
任
す
る
と
、
さ
ら
な
る
近
代
化
と
拡
張

が
進
め
ら
れ
、
高
任
竪
坑
の
開
削
、
選
鉱

場
の
新
設
、
大
間
港
の
整
備
等
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
、
鉱
山
が
皇
室
財
産
と
し
て

御
料
局
の
所
管
と
な
る
と
、
佐
渡
支
庁
長

と
な
っ
た
渡
わ
た
な
べ
わ
た
る

辺
渡
に
よ
っ
て
鉱
山
学
校
が

開
校
さ
れ
、
技
術
者
の
育
成
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

明
治
29
年
、
鉱
山
が
三
菱
合
資
会
社
へ

払
い
下
げ
ら
れ
る
と
、
施
設
の
拡
張
な
ど

が
図
ら
れ
、
県
内
初
と
な
る
鉱
山
施
設
へ

の
電
力
を
供
給
す
る
発
電
所
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
時
代
に
入
る
と
、
国
策
に
よ
る
金

の
大
増
産
が
始
ま
り
、
北
沢
地
区
に
東
洋

一
と
言
わ
れ
る
月
間
５
万
ト
ン
の
鉱
石
を

処
理
す
る
浮
遊
選
鉱
場
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
28
年
、
鉱
山
の
大
縮
小
が
行
わ
れ
、

主
要
な
施
設
の
多
く
が
廃
止
さ
れ
た
も
の

の
、
平
成
元
年
に
操
業
を
中
止
し
休
山
と

な
る
ま
で
採
掘
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

構
成
資
産
を
知
る（
そ
の
三
）相
川
金
銀
山
③

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

北沢浮遊選鉱場（昭和期）

市報さど　平成31年1月号



生活情報
　　さど

姉
妹
都
市
・
国
分
寺
ま
つ
り
開
催

　

11
月
４
日
、東
京
都
国
分
寺
市
で
市
内
最
大
規
模
の

催
し
物「
国
分
寺
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
と
国
分
寺
市
は
、千
二
百
余
年
前
に
国
家

鎮
護
の
た
め
、聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
全
国
に
建
立
さ
れ
た

「
国
分
寺
」の
と
り
も
つ
縁
で
姉
妹
都
市
を
提
携
し
30

周
年
を
迎
え
、佐
渡
市
か
ら
三
浦
市
長
ほ
か
多
数
の
関

係
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
両
市
の
交
流
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ

と
を
祈
念
し
て
、国
分
寺
市
か
ら
は「
陶
器
」を
、佐
渡
市

か
ら
は「
竹
細
工
」の
記
念
品
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
会
場
で
は
、佐
渡
市
物
産
展
や
市
民
手
づ
く

り
の
出
店
の
ほ
か
、国
分
寺
の
歴
史
・
伝
説
に
基
づ
き
天
平
・
平
安
・
鎌
倉
の
三
時
代
の
歴
史

絵
巻
を
再
現
す
る「
歴
史
行
列
」や
、佐
渡
伝
統
芸
能「
鬼
太
鼓
・
佐
渡
民
謡
」の
披
露
、そ
し

て
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
・
踊
り
団
体
が
練
り
歩
く「
パ
レ
ー
ド
」が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

姉
妹
都
市
交
流
30
周
年
を
機
に
、佐
渡
市
と
国
分
寺
市
が
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、両
市

の
交
流
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

	

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

伊
豆
野　

泰
弘
）

編集後記
　今年は何を頑張る？
　新年の抱負は、一年を
元気にそして目標を実現
するためにとても大事か
と思います。
　子どもたちには毎年聞
いていますが、自分自身
あまり考えておらず、あ
らためて抱負を考えて頑
張っていきたいと思って
います。
　皆さまにとってもすて
きな一年でありますよう
に。(T.S)

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３
　

平
成
30
年
10
月
に
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
対
策
基
本
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
は
？

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め
り
込
む
と
、
ご
家
族
な
ど
の
周
囲
の
皆
さ
ん

に
も
影
響
が
及
び
ま
す

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め
り
込
み
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
精
神
疾
患
の
一
つ
で
す
。
依
存
症
に
よ
り
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
借
金

の
問
題
だ
け
で
な
く
、
う
つ
病
の
発
症
な
ど
の
健
康
問
題
、
さ
ら
に

自
殺
な
ど
の
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

誰
で
も
陥
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す

　

仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
や
孤
独
感
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
の
め
り

込
み
」
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
意
志
が
弱

い
」
「
だ
ら
し
な
い
」
と
い
っ
た
性
格
が
原
因
と
な
る
疾
患
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

わ
か
っ
て
い
る
の
に
や
め
ら
れ
な
い
…
依
存
症
の
サ
イ
ン
で
は
？

　

負
け
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
た
め
に
、
周
囲
の
皆
さ
ん
に
う
そ
を
つ
き
、
お
金
を

借
り
て
い
ま
せ
ん
か
？

両市の発展を祈念して記念品の交換

ギャンブルの「のめり込み」には
くれぐれもご注意を！

注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
？

・�

若
い
こ
ろ
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
を
始
め
る
と
、
の
め
り
込
み
の

病
状
が
深
刻
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

一
旦
の
め
り
込
み
、
周
り
に
う
そ
を
つ
き
始
め
る
と
、
気
合
や

根
性
で
は
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
借
金
の
肩
代
わ
り
は
禁
物
で
す
。

・�

気
に
な
る
こ
と
や
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
時
は
、
ひ
と
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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消費者ホットライン☎１
い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 加茂歌代 古　木　一　男 76 11.23
　〃 梅津 荒　木　泰　男 84 11.26
　〃 両津夷 後　藤　キ　ク 100 11.26
　〃 河崎 濱　本　チ　ヅ 90 11.27
　〃 野浦 山　本　トシヱ 94 11.28
　〃 下久知 本　間　郁　子 82 11.29
　〃 両津夷 祝　　　愛　子 87 11.30
　〃 両津湊 伊豆野　チサ子 90 12.  1
　〃 梅津 高　橋　キヨエ 97 12.  1
　〃 原黒 藤　井　留次郎 85 12.  2
　〃 立野 小　﨑　美重子 82 12.  3
　〃 羽吉 伊豆野　逸　次 95 12.  5
　〃 両津夷 金　田　郁　子 87 12.  6
　〃 加茂歌代 遠　藤　節　子 101 12.  7
　〃 梅津 笠　井　弘　道 87 12.  8
　〃 両津湊 尾　潟　喜　江 97 12.10
　〃 両津湊 菊　池　チヨ子 96 12.11
　〃 野浦 後　藤　キクミ 86 12.11
　〃 両津湊 山　本　　　清 90 12.11
　〃 両尾 恩　田　ミ　ト 92 12.12
　〃 歌見 石　川　節　子 81 12.14
　〃 北小浦 本　間　泰　堂 82 12.15
　〃 両津福浦一丁目 髙　橋　　　進 84 12.16
相　川 南片辺 坂　野　唯　命 83 11.21
　〃 相川夕白町 加　藤　　　緑 91 11.23
　〃 相川下戸炭屋浜町 椎　野　宏　治 90 11.25
　〃 高千 安　藤　セ　ツ 92 12.  2
　〃 相川江戸沢町 小　林　壽　美 92 12.  2
　〃 達者 濱　辺　康　　 64 12.  4
　〃 相川大間町 濱　辺　政　通 72 12.  8
　〃 達者 渡　辺　えみ子 91 12.14
佐和田 河原田本町 村　上　秀　子 77 12.  4
　〃 石田 和　田　弘　毅 76 12.  4

佐和田 沢根五十里 本　間　ム　メ 95 12.14
金　井 中興 池　　　ミチ子 92 11.28
　〃 大和 髙　野　敏　夫 87 11.29
　〃 金井新保 和　田　惠　美 84 12.6
　〃 千種 金　田　道　雄 91 12.17
新　穂 新穂井内 渡　部　秋　一 90 11.20
　〃 上新穂 末　武　ミ　ヨ 92 12.  2
　〃 新穂潟上 金　子　美知枝 81 12.  4
畑　野 小倉 余　湖　ミドリ 98 11.20
　〃 畑野 福　井　吉　夫 85 11.23
　〃 宮川 伊　藤　芳　之 75 11.25
　〃 畑野 鶴　間　ヨ　ネ 89 11.25
　〃 目黒町 渡　部　健次郎 90 11.27
　〃 畑野 渡　部　幸　子 92 12.  4
　〃 丸山 松　岩　マ　チ 88 12.  5
　〃 宮川 熊　谷　　　巖 76 12.13
　〃 宮川 小　野　淺　夫 92 12.15
真　野 豊田 薄　木　　八郎 97 12.14
　〃 西三川 山　本　　　賢 100 12.14
小　木 宿根木 熊　谷　ス　ヱ 104 11.22
　〃 小木堂釜 金　子　　　保 88 11.29
　〃 琴浦 本　間　廣　� 93 12.  1
　〃 小木町 金　子　高　典 90 12.  5
　〃 小木強清水 佐　藤　健　治 92 12.  6
　〃 木流 菊　地　ハ　ル 81 12.  7
　〃 井坪 金　子　覺　藏 101 12.  8
羽　茂 羽茂飯岡 金　子　悟　史 45 12.  3
　〃 羽茂大橋 武　井　武　夫 92 12.  6
　〃 羽茂大石 新　屋　ミル子 96 12.10
　〃 羽茂本郷 菊　池　ミツグ 88 12.17
　〃 羽茂本郷 中　川　俊　雄 70 12.17
赤　泊 三川 岡　田　　　巖 83 11.28
　〃 三川 近　藤　作次郎 91 12.  5
　〃 徳和 小　濱　精　一 92 12.  9

佐和田 沢根五十里 本　間　ム　メ 95 12.14
金　井 中興 池　　　ミチ子 92 11.28
　〃 大和 髙　野　敏　夫 87 11.29
　〃 金井新保 和　田　惠　美 84 12.6
　〃 千種 金　田　道　雄 91 12.17
新　穂 新穂井内 渡　部　秋　一 90 11.20
　〃 上新穂 末　武　ミ　ヨ 92 12.  2
　〃 新穂潟上 金　子　美知枝 81 12.  4
畑　野 小倉 余　湖　ミドリ 98 11.20
　〃 畑野 福　井　吉　夫 85 11.23
　〃 宮川 伊　藤　芳　之 75 11.25
　〃 畑野 鶴　間　ヨ　ネ 89 11.25
　〃 目黒町 渡　部　健次郎 90 11.27
　〃 畑野 渡　部　幸　子 92 12.  4
　〃 丸山 松　岩　マ　チ 88 12.  5
　〃 宮川 熊　谷　　　巖 76 12.13
　〃 宮川 小　野　淺　夫 92 12.15
真　野 豊田 薄　木　　八郎 97 12.14
　〃 西三川 山　本　　　賢 100 12.14
小　木 宿根木 熊　谷　ス　ヱ 104 11.22
　〃 小木堂釜 金　子　　　保 88 11.29
　〃 琴浦 本　間　廣　� 93 12.  1
　〃 小木町 金　子　高　典 90 12.  5
　〃 小木強清水 佐　藤　健　治 92 12.  6
　〃 木流 菊　地　ハ　ル 81 12.  7
　〃 井坪 金　子　覺　藏 101 12.  8
羽　茂 羽茂飯岡 金　子　悟　史 45 12.  3
　〃 羽茂大橋 武　井　武　夫 92 12.  6
　〃 羽茂大石 新　屋　ミル子 96 12.10
　〃 羽茂本郷 菊　池　ミツグ 88 12.17
　〃 羽茂本郷 中　川　俊　雄 70 12.17
赤　泊 三川 岡　田　　　巖 83 11.28
　〃 三川 近　藤　作次郎 91 12.  5
　〃 徳和 小　濱　精　一 92 12.  9

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 加茂歌代 宮　本　　　響 尚 12.  2
　〃 梅津 親　松　那　奈 拓也 12.  5
相　川 下相川 石　倉　結　奈 光 11.22
佐和田 石田 甲　斐　陽　真 正晴 11.18
　〃 河原田本町 加　藤　　　成 一郎 11.24
　〃 中原 原　　　穂　花 勝行 12.  3
　〃 東大通 吉　岡　暖　杏 良祐 12.  3

佐和田 沢根篭町 山　下　祐　青 大地 12.  7
金　井 金井新保 近　藤　ゆ　き 慶太 11.29
畑　野 畑野 森　川　葵　月 純臣 11.23
　〃 三宮 仙　土　湊　菜 史佳 12.  6
真　野 金丸 中　村　成　志 和樹 11.30
小　木 小木町 髙　橋　　　暢 大志 11.17
　〃 小木木野浦 岡　﨑　琥　大 浩平 11.19
赤　泊 徳和 澤　頭　　　凛 傳 11.29

（ひびき）

（なな）

（ゆな）

（はるま）

（なり）

（ほのか）

（はるあ）

（ゆうせい）

（ゆき）

（はづき）

（そな）

（たいし）

（いたる）

（くうと）

（りん）

戸籍の窓
11.21～12.17届出
※承諾された方のみ掲載しています。



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
「図書館の本を探したい」そんなときは…

書籍紹介

蔵書点検による休館のお知らせ
真野図書館　２月５日㈫～８日㈮　中央図書館　２月14日㈭～20日㈬
蔵書点検期間中は休館となりますので、本の返却は返却ポストや、ほかの図書館・図書室へお願いします。

あるかんか佐渡～しま歩きガイドブック～

　図書館の本は、市図書館ホームページで検索したり図書館に設置
されている検索用のパソコンから検索したりすることができます
が、電話や窓口で図書館職員にお問い合わせいただくのが一番簡単
で確実な方法です。
　書名や著者名が分からなくても「〇〇のドラマの原作本」「〇月ご
ろに話題になっていた、○○に関する本」などの情報から本を探し、所蔵していない場合でも市外の図
書館から取り寄せることができます。お気軽にお問い合わせください。

　佐渡を「歩く」ためのガイドブックで、12号は新穂正明寺編、13号は金井地区
の安養寺編です。
　新穂正明寺編では「山下清碑　放浪の画家山下清は何度か母の生家のある
佐渡に来島していた」など、行ってみたくなる見どころを多数紹介しています。

トキ野生復帰にむけてトキ野生復帰にむけて 168

トキはこれから恋の季節です♡
　トキの白い羽が徐々に灰色に変わり、これから繁殖期に入ります。群
れを作っていたトキは繁殖の相手を見つけ、ペアで行動することが多く
なっていきます。
　トキは繁殖期に入るととても神経質になります。トキたちを驚かせな
いよう遠くからやさしく見守りましょう。

「トキのみかた」観察ルール

産業観光部農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４―６０４０

①トキに近づかず、やさしく静かに見守りましょう。
②地域に迷惑をかけないようにしましょう。農地へ無断で入らないように
しましょう。
③車から降りずに観察しましょう。（通行の妨げにならないように）
④大きな音や光を出さないようにしましょう。
⑤繁殖期間（２～６月）は、巣に近づかないようにしましょう。
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アール・ブリュット ～アートでハートをつなごう～

　皆さんは、アール・ブリュットをご存じでしょうか？
　アール・ブリュットは「生の芸術」という意味のフランス語で、技巧や流行などの影響を受けない
独創的な絵画や造形のことです。
　両津地区のチャレンジド立野アートサロン和（やわらぎ）では、さまざまな作品が展示されていま
す。作者は、障がい者就労トレーニングファーム「チャレンジド立野」に通いながら、施設の一角にあ
るアトリエで創作活動に励んでいる“前田優作さん”です。

　「私の作品を見て多くの方が絵に関心を持ち、思いのまま描いてほしい・・・」
　そう願いを込めながら、前田さんはハガキほどの小さな台紙に自身が想像した空想の世界や佐渡をテーマ
に、独特のタッチと色使いで描いています。
　今年は国民文化祭・全国障害者芸術文化祭の新潟大会（期間：9月15日～11月30日）が開催されます。
市内でも障がい者アート作品展を計画していますので、障がいのある方もない方もアートを楽しみ、感動を分
かち合い、交流の輪を広げていきましょう。

お問い合わせ　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３
 （作品についてのお問い合わせは、チャレンジド立野アートサロン和（☎080-4057-8069）
 までお願いします。）

あけましておめでとう

■発行・編集　佐渡市 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係	 ■発行日 平成31年1月10日
　〒952-1292 佐渡市千種232番地　ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、 QR 
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９


